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会 社 の 持続 的 成長 と 中 長期 的 な 企業 価値 の 向上 に 向け た 取締 役 会 の あり 方 


「 ス チュ ワー ド シ ッ プ ・ コ ー ド 及び コー ポレ ー ト ガバ ナン ス ・ コ ー ド の フォ ロー アッ プ 会 議 」 
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1 . 


は じ め に 








コー ポレ ー ト ガバ ナン ス ・ コ ー ド (コー ド 」) の 導入 を 受け 、3, 500 社 を 超 
える 上 場 会 社 に お いて 、 コ ー ポ レー ト ガ バナ ンス の あり 方 に つい て の 検討 が 行 
われ 、 昨 年 12 月 末 ま で に 、 約 7 割 に あたる 2, 500 社 を 超え る 上 場 会 社 が 、 コ 
ー ド へ の 対応 状況 を 公表 し た 。 


これ まで に 公表 され た コー ド へ の 対応 状況 を 見 る と 、 東証 第 一 部 ・ 第 二 部 に 
上 場 し て いる 会 社 の 開示 に よれ ば 、 約 8 割 の 会 社 が 原則 の 9 割 以 上 を コン プラ 
イ (実施 ) する な ど 、 各 原則 は 高い 比率 で コン プラ イ さ れ て いる 。 ま た 、 コ ー 
ド が 求め る 開示 や エク スプ レイ ン (説明 ) の 内 容 を 見 る と 、 企 業 に お ける コー 
ポレ ー ト ガバ ナン ス へ の 取組 み を 真 撃 か つ 分 か りや すく ステ ー ク ホル ダー に 
伝え よう と する 意思 の 伝わっ て くる 開示 も 多く 見 られ る 。 こ の よう に 、 コ ー ド 
の 導入 を 期 に 、 コー ポレ ー ト ガバ ナン ス の 向上 に 向け た 動き が 広がっ て いる 。 


この うち 、 取 締 役 会 を 巡る 動き を 見 る と 、 そ の 監督 機能 の あり 方 が 議論 され 、 
2 名 以上 の 独立 社外 取締 役 の 選任 を 行う 上 場 会 社 が 東証 第 一 部 全体 の 約 半 数 
に 達し 、 監督 機能 の 一 層 の 発揮 を 目指 し て モニ タリ ング 型 に 移行 する 例 も 見 ら 
れる な ど 、 大 き な 変 化 が 起き て いる 。 一 方 、 コ ー ド の 適用 直後 と いう こと も あ 
り 、 例 えば 、 多 く の 上 場 会 社 が 取締 役 会 の 実効 性 の 評価 に つい て は これ か ら 取 
り 組 むと し て いる な ど 、 コ ー ド に 対応 し て 、 如 何 に 取締 役 会 を 構成 し 、 運 営 し 、 
評価 し 、 改 善 し て いく か に つい て は 、 こ れ か ら 取 組み が 本 格 化 し て いく と ころ 
で ある 。 ま た 、 ス チュ ワー ド シ ッ プ ・ コ ー ド に 基づく 投資 家 と 上 場 会 社 と の 対 
話 を 通じ た コー ド の 適用 の 状況 の 確認 も 、 こ れ か ら 本 格 化 し て いく と ころ で あ 
る 。 


本 意見 書 は 、 各 企業 に お ける 今後 の 取組 みや 投資 家 と の 対話 に 資す る よう 、 
これ まで の 上 場 会 社 に よる コー ド へ の 対応 状況 を 踏ま え 、 コ ー ド の 諸 原 則 の う 
ち 、 取 締 役 会 の あり 方 に 関し 、「 形 式 」 的 な 対応 で は な く 、「 実 効 」 的 な コー ポ 
レー ト ガ バナ ンス を 実現 し て いく 上 で 、 現 時 点 で 重要 と 考え られ る 視点 を 示す 
も の で ある 。 








I. 企業 を 取り 巻く 経営 環境 の 変化 と 取締 役 会 の あり 方 








上 場 会 社 を 取り 巻く 環境 が グロ ー バ ル 化 、 技 術 革 新 の 進展 、 少 子 高 齢 化 、 社 
会 ・ 環 境 問題 へ の 関心 の 高まり な ど に より 大 きく 変化 し 続け る 中 、 会 社 が 直面 
する 経営 上 の 課題 も 複雑 化し て お り 、 日 本 の 企業 の 多く が 、 必 ず し も こう し た 
変化 に 即応 で き て いな い の で は な いか と 指摘 され て いる 。 


この よう な 経営 環境 の 変化 や 経営 課題 の 複雑 化 に 対応 し な が ら 、 上 場 会 社 が 
持続 的 に 成長 し 、 中 長期 的 に 企業 価値 を ま 向上 させ て いく た め に は 、 経 営 陣 が 、 
最高 経営 責任 者 (CEO) を 中 心 と し て 、 絶 え 間 な く 、 先 見 性 の ある 、 適 確 な 
経営 判断 を 行っ て いく こと が 重要 で ある 。 こ の た め に も 、 取 締 役 会 が 行う CE 
O の 選 解 任 は 、 上 場 会 社 に と っ て 最も 重要 な 戦略 的 意思 決定 で あり 、 選 解任 を 
適切 に 行う た め 、 そ の プロ セス に は 、 客 観 性 ・ 適 時 性 ・ 透 明 性 が 強く 求め られ 
る 。 


また 、 取 締 役 会 は 、CEO の 選 人 解任 の ほか に も 、 経 営 理念 の 確立 や 経営 に か 
か る 戦略 的 な 方 向 付 け を 行い 、 経営 陣 幹 部 に よる 適切 な リス ク テ イ ク を 支え る 
環境 を 整備 し 、 実 効 性 の 高い 監督 を 行う と いう 重要 な 役割 ・ 責 務 を 担っ て お り 、 
経営 陣 と と も に 会 社 に お ける リー ダー シッ プ を 発揮 する こと が 求め られ て い 
る (原則 4 一 1 て 3)。 取締役 会 が 、 そ の 独立 性 ・ 客 観 性 を 確保 し つつ 、 経 営 
環境 や 経営 課題 に 適 確 に 対応 し て 、 こ の よう な リー ダー シッ プ を 十分 に 発揮 し 
て いく た め に は 、 課題 に 対応 する た め に 必要 な 資質 ・ 多 様 性 を 備え た 構成 を と 
る と と も に 、 運 営 に あたっ て も 、 経営 戦略 や これ に 適っ た 経営 陣 幹 部 の 選 人 解任 
な ど 戦 略 的 な 議論 を 充実 させ る こと が 求め られ て いる 。 


さら に 、 経営 課題 へ の 適 確 な 対応 等 の 観点 か ら 、 取 締 役 会 の 実効 性 に つい て 
継続 的 に 評価 を 行い 、 こ うし た 評価 に つい て 情報 開示 ・ 説 明 を 行う こと に より 、 
PDCA サ イク ル を 実現 し 、 取 締 役 会 の 機能 の 向上 を 絶え ず 図 っ て いく こと が 
求め られ て いる 。 


1. 最高 経営 責任 者 (CEO) の 選 解 任 の あり 方 (補充 原則 4 一 1③、4 一 3 
① 等 ) 


競争 の 高まり と 、 不 連続 か つ 急 激 な 環境 変化 の 下 で は 、 CE O の 能力 が 会 
社 の 命運 を 左右 する 。 最高 経営 責任 者 (CEO) の 選 解 任 は 、 会 社 の 持続 的 
な 成長 と 中 長期 的 な 企業 価値 の 向上 を 実現 し て いく 上 で 、 上 場 会 社 に と っ て 
最も 重要 な 戦略 的 意思 決定 で あり 、 そ の プロ セス に は 、 客観 性 ・ 適 時 性 ・ 透 
明 性 が 求め られ る (補充 原則 4 一 3①)。 
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(1) 日 本 企業 に 最も 不足 し て いる の は CEO と し て の 資質 を 備え た 人 材 で 
ある と の 指摘 が ある 。 こ うし た 課題 へ 対処 する た め 、CE の 候補 者 の 人 
材 育 成 及 び CEO の 選任 に は 、 中 長期 的 な 観点 か ら 、 十 分 な 時 間 と 資源 
を か け て 取り 組む こと が 重要 で ある 。 ま た 、 選 任 の た め の 後 継 者 計画 の 
策定 及び 運用 (補充 原則 4 一 1③) に あたっ て は 、 社 内 論理 の み が 優先 
され る 不透明 な プロ セス に よる こと な く 、 客 観 性 ・ 適 時 性 ・ 透 明 性 を 確 
保 す る よう な 手続 が 求め られ る 。 

この よう な 観点 か ら 種 々 の 取組 み を 進め て いる 上 場 会 社 が ある 。 


(取組 み の 例 ) 


・ 企業 の 中 長期 的 な 戦略 を 踏ま え 、 将来 の CEO に 求め られ る 資質 ( あ 
る べき 像 ) を 十分 に 議論 する 。 ま た 、 議 論 の 結果 を 社内 で 共有 する 。 


・ 取締 役 会 に お いて 、CEO と な りう る 人 材 の 育成 方 針 を 定め 、 そ の 方 
針 の 下 、 早期 の 段階 か ら 候補 と な りう る 者 を 複数 選定 し 、 必要 と な る 
実務 経験 を 積ま せつ つ テ スト を 行う こと に よっ て 、 候 補 を 入れ 替え な 
が ら 、 人 材 を 育成 する 。 


・ 取締 役 会 に お いて 、CEO の 候補 者 複数 名 を 明らか に し 、 十分 な 時 間 
を か け 、 取 締 役 会 が 候補 者 の 資質 を 見 極め る よう な プロ セス を 設け る 。 
その 際 、 社 内 の みな ら ず 、 社 外 の 人 材 に も 目 を 向け る 。 


・ 独立 社外 取締 役 の 十分 な 関与 を 得る た め 、 指名 委員 会 、 指名 に か か る 
任意 の 府 問 委員 会 (補充 原則 4 一 10①) や 、 エ グ ゼ ク デ ティブ セッ ショ 
ン (独立 社外 者 の み を 構成 員 と する 会 合 (補充 原則 4 一 8①)) を 活 
用 する 。 











(2) 適切 に 会 社 の 業績 等 の 評価 を 行っ た うえ で 、CEO に 問題 が ある と 認 
め ら れる よう な 場合 に は 、CEO を 解任 で きる 仕組 み を 整え て お く こ と 
が 必要 で ある 。 そ の 際 に も 、 取 締 役 会 が 適時 ・ 適 切 に CE 〇 を 解任 で き 
る よう 、 取 締 役 会 の 経営 細か ら の 独立 性 ・ 客 観 性 が 十分 に 確保 さ れ て い 
る こと が 重要 で ある 。 


2. 取締 役 会 の 構成 (原則 4 一 フン 9、4ー11 等 ) 


経営 環境 の 変化 や 経営 課題 の 複雑 化 に 対応 し て 求め られ る 役割 ・ 責 務 を 果 














⑱) 本 意見 書 で 紹介 する 「 取 組み の 例 」 は 、 コ ー ド の 実効 性 を 確保 し て いく 上 で 重要 と 考え ら 
れる 事項 に 関し 、 フォ ロー アッ プ 会 議 に お いて 紹介 され た 取組 み 例 等 を 参考 と し て 示し た 
も の で あり 、 こ れ ら が 新た に 形式 的 な ルー ル を 構成 する こと に な ら な いよ う 留 意 す る 必要 
が ある 。 














た し て いく た め 、 取 締 役 会 は 、 必 要 と され る 資質 ・ 多 様 性 を 備え る と と も に 、 
独立 性 ・ 客 観 性 を 確保 し て いく こと が 重要 で ある 。 


(1) 


(2) 


(3) 


取締 役 会 の 構成 (原則 4 一 11) に つい て 、 こ れ ま で の コー ド の 実施 状 
況 を 見 る と 、 会 社 の 事業 ・ ス テー ジ 、 経 営 環境 や 経営 課題 に 応じ て 、 取 
締 役 会 メン バー の 資質 の バラ ンス や 多様 性 を 充実 させ る 取組 み が 見 られ 
る と ころ で あり 、 こ の よう な 取組 み が 会 社 の 持続 的 成長 と 中 長期 的 な 企 
業 価値 の 向上 を 後押し し て いく こと が 期待 され る 。 


(取組 み の 例 ) 
自社 が 成長 分 野 と 位置 づけ て いる 分 野 に お ける 専門 家 等 の 選任 
自社 と 異な る 事業 分 野 に お ける 経験 ・ 見 識 を 持つ 経営 経験 者 等 の 選任 
・ 国際 的 な 事業 展開 の た め グ ロー バル な 人 材 の 選任 


各 上 場 会 社 に よる 独立 社外 取締 役 の 選任 は 着実 に 増加 し て お り 、 取 締 
役 会 の 3 分 の 1 以上 の 独立 社外 取締 役 を 選任 し て いる 企業 も 東証 第 一 部 
上 場 会 社 の 1 割 以上 に 上 っ て いる 。 ス テー ク ホ ル ダ ー の 関心 は 、 独 立 社 
外 取 締 役 の 人 数 の 増加 だ け で な く 、 そ の 資質 の バラ ンス や 多様 性 の 充実 
に 移っ て き て いる 。 経営 環境 や 経営 課題 に 応じ 、 例 えば 社内 で は 得 ら れ 
な い 知 見 や 経 麻 を 基 に 、 中 長期 的 な 企業 価値 の 向上 に 向け た 経営 戦略 や 
経営 陣 幹 部 の 選 解 任 に つい て の 議論 を 含め 、 取 締 役 会 の 役割 ・ 責 務 の 発 
揮 に 積極 的 に 貢献 で きる 資質 を 持っ た 独立 社外 取締 役 が 、 よ り 多 く 選 任 
され る よう 、 一 層 の 取組 み が 期 待 さ れる 。 


また 、 取 締 役 会 の 独立 性 ・ 客 観 性 を 一 層 確 保 す る た め 、 更 な る 取組 み 
を 行っ て いる 上 場 会 社 が あり 、 こ の よう な 取組 み が 上 場 会 社 の 取締 役 会 
の 独立 性 ・ 客 観 性 を 向上 させ て いく こと が 期待 され る 。 


(取組 み の 例 ) 

・ 監査 役 会 ・ 監 査 等 委員 会 設置 会 社 を 中 心 に 、 指名 ・ 報 酬 等 に か か る 任 
意 の 府 間 委員 会 等 を 活用 する (補充 原則 4 一 10①)。 そ の 際 、 独 立 社 
外 取 締 役 を 過半 と し 、 委 員 長 を 独立 社外 取締 役 に す る 。 

CEO と 取締 役 会 議長 を 分 離す る 。 

・ 米国 に お ける 事例 も 踏ま え 、 取 締 役 会 と 経営 陣 の 実効 的 な 役割 分 担 を 
図る た め 、 筆 頭 独立 社外 取締 役 を 設置 する 。 

・ 独立 社外 取締 役 の 選任 プロ セス 自体 に 独立 社外 取締 役 が 主体 的 に 関 
与 する 。 

















(4) 監査 要員 会 ・ 監 査 等 委員 会 (以下 「 監 査 委員 会 等 」) が 業務 監査 ・ 会 計 
監査 等 の 重要 な 役割 ・ 責 務 を 適切 に 果たす た め に は 、 監 査 委員 会 等 が 独 
立 性 ・ 客 観 性 を 確保 する 必要 が ある 。 委員 長 を 独立 社外 取締 役 と する こ 
と は 、 監 査 要 員 会 等 の 独立 し た 客観 的 な 立場 を 高め る こと に 資す る 取組 
み と 考 えら れる 。 


(5) 取締役 会 や 監査 委員 会 等 の 独立 性 ・ 客 観 性 が 実質 的 に 確保 され 、 そ の 
機能 が 十分 に 発揮 され る か 否 か は 、 し ば し ば 、CEO が 、 取 締 役 会 等 の 
「 独 立 し た 客観 的 な 立場 」 と いう 特性 を 、 経 営 判断 等 を 行う 上 で 活か す 
意思 が ある か どう か に か か っ て いる 。 こ うし た 観点 か ら も 、CEO の 選 
解任 は 、 上 場 会 社 に と っ て 重要 な 課題 で ある 。 


(6) コー ド で は 、 取 締 役 会 の 構成 に 関す る 考え 方 、 取 締 役 候補 の 指名 や 経 
営 陣 幹部 の 選任 に 関す る 方 針 ・ 手 続 の 開示 、 個 々 の 選任 ・ 指 名 に つい て 
の 説明 (補充 原則 4 一 11①、 原 則 3 一 1 (iv) (vV)) が 求め られ て いる 。 
この よう な 開示 や 説明 の 内 容 は 、 各 上 場 会 社 が 、 経 営 環境 や 経営 課題 に 
対応 し て 、 如 何 な る 取締 役 会 の 構成 を と る こと 等 に より 取締 役 会 が 求め 
られ る 役割 を 果たし て いこ うと し て いる か が 具体 的 に 分 か る よう な も の 
と な っ て いる こと が 重要 で ある 。 


3. 取締 役 会 の 運営 (原則 4 一 8 、4 一 10、4 一 12~14 等 ) 


上 場 会 社 や その 企業 集団 が 経営 環境 の 変化 や 経営 課題 の 複雑 化 に 対応 し 
て いく た め に は 、 取 締 役 会 に お ける 戦略 的 な 方 向 付 け や 会 社 の 業績 の 適切 な 
評価 等 に 関す る 議論 を 充実 させ て いく こと が 重要 で ある 。 


(1) 取締 役 会 は 、 経 営 環境 の 変化 と 経営 課題 の 複雑 化 に 対応 し な が ら 、 経 
営 陣 を 監督 し 、 ま た 、 経 営 陣 と と も に 求め られ る リー ダー シッ プ を 発揮 
し て いく 観点 か ら 、 以 下 の よ うな 議論 を 充実 させ て いく べき で ある 。 
・ 戦略 的 方 向 付 け と これ に 基づく 具体 的 な 経営 戦略 や 経営 計画 
・ 会 社 の 業績 の 適切 な 評価 と これ に 基づく 経営 戦略 等 の 見 直し 及び 経 
営 陣 幹 部 の 選 解 任 ・ 報 酬 の 決定 
内 部 統制 ・ リ スク 管理 体制 の 整備 
(2) 取締 役 会 に お いて 、 こ の よう な 議論 を 充実 させ て いく た め に は 、 議 点 


の 明確 化 、 議 案 の 絞込み や 十分 な 審議 時 間 の 確保 な ど (補充 原則 4 一 
12①)、 運 営 上 の 工夫 が 必要 で ある 。 


(3) 


(4) 


(取組 み の 例 ) 
・ 議案 に つい て 、 効果 的 に 取締 役 会 の 意見 が 引き 出さ れる よう 、 論 点 ・ 





問題 意識 を 明確 に する 。 ま た 、 そ の 際 、 取 締 役 会 議長 が 適切 に リー ダ 
ー シ ッ プ を 発揮 する 。 


・ 事業 活動 上 、 戦略 的 に 重要 と 考え られ る 議案 に つい て は 、 金額 基準 に 


と ら わ れず 、 取 締 役 会 で 議論 を 行う 一 方 で 、 議 案 数 を 絞り 込む た め 、 
経営 陣 に 委任 する こと が 適当 な 業務 執行 の 決定 権限 に つい て は 、 委 任 
を 適切 に 進め る 。 


・ 取締 役 会 の 議案 と し て 、! 報 告 事項 」、「 決 議事 項 」 に 加え 、「 審 議事 項 」 


を 導入 し 、 重 要 な テー マ に つい て 決議 に 先立っ て 取締 役 会 で 議論 する 。 


中 長期 的 な 戦略 を 議論 する た め に 必要 な 経営 ・ 財 務 情 報 を 、 適時 に 取 
締 役 会 に 対 し て 報告 する 。 


・ 各 議案 に つい て の 議論 が 実質 的 に 行わ れる よ う 、 議 案 1 件 ご と に 適正 


な 審議 時 間 を 確保 する 。 


・ 取締 役 会 の 適切 な 運営 を 支え る た め の 人 員 体 制 の 充実 を 図る 。 


社内 取締 役 が 業務 を 執行 する 場合 、 取 締 役 会 に お いて 、 担 当 する 業務 
の 執行 者 と し て の 立場 か ら の 参画 に 終始 する ケー ス も ある と の 指摘 が あ 
る 。 社 内 業務 執行 取締 役 は 、 執 行者 と し て の 役割 に と ど ま ら ず 、 取 締 役 
と し て 業務 執行 全体 や 他 の 取締 役 の 職務 の 執行 の 監督 等 を 行う 役割 も 担 
っ て いる こと に つい て 、 認 識 を 深め る べき で ある 。 


取締 役 会 に お いて 独立 社外 取締 役 が 戦略 的 方 向 付け 等 の 議論 に 頁 献 で 
きる よう 、 環 境 整 備 を 行う こと が 必要 で ある 。 
(取組 み の 例 ) 
・ 独立 社外 取締 役 へ の 報告 ・ 情 報 提 供 の 工夫 を 行う 。 
・ 独立 社外 取締 役 に 、 時 期 (就任 時 、 就 任 後 )、 会 社 の 状況 等 に 応じ た 


適切 な が トレ ー ニ ング の 機会 を 提供 する (原則 4 一 14) 。 


・ 独立 社外 取締 役 と 会 社 の 状況 に 通じ た 常勤 監査 役 等 と の 間 で の 情報 


交換 を 行う 。 


・ エグ ゼクティ ブ セ ッ ショ ン を 活用 する 。 
・ 独立 社外 取締 役 か ら 取 締 役 会 の 議案 を 募る 。 


(5) 独立 社外 取締 役 の 役割 ・ 責 務 と し て 、 少 数 株 主 を は じ め と する ステ ー 
ク ホ ル ダ ー の 意見 を 取締 役 会 に 適切 に 反映 させ る こと (原則 4 一 7 (iV)) 
が 重要 で ある 。 


(6) 不祥事 防止 の 観点 か ら 、 内 部 通報 は 最後 の 防波堤 で あり 、 こ うし た 内 
部 通報 の 機能 を 十分 に 発揮 させ る た め に は 、 例 えば 、 社 外 取 締 役 ・ 社 外 
監査 役 を 内 部 通報 の レポ ー ト ライ ン と する な ど 、 経 営 陣 か ら 独 立 し た 窓 
ロ に 情報 が 伝達 され る 仕組 み を 整備 する こと が 適切 で ある 。 


4. 取締 役 会 の 実効 性 の 評価 (原則 4 一 11) 


取締 役 会 の 資質 ・ 多 様 性 や その 運営 を 充実 させ て いく た め の 取 組み が 有 
効 に 行わ れ て いる か な ど 、 取 締 役 会 全体 と し て の 実効 性 の 評価 を 行い 、 次 
の 取組 み に 継続 的 に つなげ て いく こと が 重要 で ある 。 


(1) 本 年 5 月 末 を も っ て コー ド 適 用 開始 か ら 一 年 が 経過 する こと か ら 、 各 
上 場 会 社 に お いて 、 取 締 役 会 の 構成 や 運営 状況 等 の 実効 性 に つい て 、 適 
切 に 評価 を 行う こと が 期待 され る 。 評 価 の 実施 に 際 し て は 、 企 業 の 置か 
れ た 状況 に 応じ 、 様 々 な 取組 み が 考 えら れる が 、 取 締 役 会 メン バー 一 人 
一 人 に よる 率直 な 評価 が まず も っ て 重要 と な る と 考え られ る 。 


(取組 み の 例 ) 


・ 各 取締 役 に 、 各 和 目 の 取締 役 会 へ の 真 献 に つい て 自己 評価 を 求め る と と 
も に 、 取締 役 会 が その 役割 ・ 責 務 を 十分 に 果たし て いる か 、 よ り 実 効 
性 を 高め る た め に どの よう な 課題 が ある か に つい て も 聴取 する 。 


・ 指名 委員 会 や 独立 社外 取締 役 の み に よ る 会 合 も 活用 する な ど 、 独 立 社 
外 取 締 役 の 主体 的 な 関与 を 確保 する 。 

・ 任意 の 委員 会 も 含め 、 取 締 役 会 に 設置 され た 各 委 員 会 の 運営 状況 等 も 
評価 の 対象 と する 。 


・ 英国 に お ける 経験 も 踏ま え 、 評価 の 独立 性 ・ 客 観 性 を より 高め る 観点 
か ら 外 部 の 眼 も 入れ た 評価 を 行う 。 また 、 評価 機関 と の 利益 相反 関係 
の 有無 を 明らか に する た め 、 そ の 名 称 の 公表 を 行う 。 


(2) 取締 役 会 の 実効 性 を 適 確 に 評価 する た め に は 、 会 社 の 持続 的 な 成長 と 
中 長期 的 な 企業 価値 の 向上 に 向け て 、 取 締 役 会 が 果たす べき 役割 ・ 責 務 
を 明確 化す る こと が まず も っ て 求め られ る 。 そ の 上 で 、 評 価 の 実施 に あ 
た っ て は 、 こ うし た 役割 ・ 責 務 に 照ら し 、 取 締 役 会 の 構成 ・ 運 営 状況 等 
が 実効 性 ある も の と な っ て いる か に つい て 、 実 質 的 な 評価 を 行う こと が 
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必要 で ある 。 


(3) 取締役 会 が 、 そ の 資質 ・ 多 様 性 や 運営 を 充実 させ て いく た め の PDC 
A サ イク ル を 実現 する に 際 し て は 、 自 ら の 取組 みや 実効 性 の 評価 の 結果 
の 概要 に つい て 、 ス テー ク ホ ル ダ ー に 分 か りや すく 情報 開示 ・ 説 明 を 行 
うこ と が 重要 で ある 。 





下 . お わり に 











多く の 上 場 会 社 に お いて 、 現在 、6 月 の 株 主 総会 に 向け た 取締 役 候補 の 検討 
や 、 取締 役 会 の 実効 性 の 評価 へ の 準備 が 始ま っ て いる と ころ で ある 。 各 上 場 会 
社 に お か れ て は 、 本 意見 書 を 参考 に 、 資質 と リー ダー シッ プ を 有する 取締 役 を 
計画 的 に 育成 ・ 選 任 し 、 独 立 性 ・ 客 観 性 を 備え た 取締 役 会 を 構成 する こと 、 ま 
た 、 取締 役 会 の 適 確 な 評価 を 行う こと に より 、 取締 役 会 の 実効 性 向上 に 向け た 
PDCA サ イク ル を 作り 上 げ て いく こと が 期待 され る 。 


この よう な 各 上 場 会 社 に よる コー ポレ ー ト ガバ ナン ス の 充実 に 向け た 真 黄 
な 取組 み が 、 そ の 持続 的 な 成長 と 中 長期 的 な 企業 価値 の 向上 、 ひ いて は 日 本 経 
済 の 好 循 環 を 実現 し て いく こと を 期待 し 、 本 意見 書 の 結び と し た い 。 


